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４-２.排ガス濃度を試算値から計画目標値に変更した経緯について 

【質問】 

 補足資料４の各ケースの廃棄物の設定の説明を文書で追加してほしい。 

 

【回答】  

計画段階配慮書の時点では、事業計画が流動的であったことから排ガス濃度について

「試算値」として掲載しておりました。その後、事業計画が明確化してきたことから「計

画目標値」を設定しましたが、結果的に一部の項目において試算値を超過することとな

りました。これは廃棄物の組成が均質ではなく、あらゆる状況を想定した上で、項目毎

に想定し得る最大の値を設定したためです。 

環境配慮という点においては、企業として排出量をより低減する必要性を認識する一

方で、環境予測という点では、最大排出量を見込んだ上での環境影響を把握することが

適切であるという観点から、判定届出書では「試算値」から「計画目標値」に変更しま

した。 

各運転ケースにおける排出ガス中の濃度試算値と計画目標値の比較を下表に示します。

通常運転時の場合、初期計画値よりも排出量を低減させる計画となっています。 

しかし、対象物が廃棄物であることから廃棄物組成に変動があります。 

計画目標値の設定に際しては、塩素含有量が高い廃棄物（※１）、硫黄含有量が高い廃

棄物（※２）の処理時及び塩素、硫黄含有量が高い廃棄物処理時における各排出ガス濃

度を追加考慮し、計画目標値を設定しました。 

  

表．各運転ケースにおける排出ガス中の濃度試算値と計画目標値の比較

単位 規制値 計画目標値

ケース１．

通常運転時

試算値

ケース２．

塩素含有量が

高い廃棄物の

処理時

ケース３．

硫黄含有量が

高い廃棄物の

処理時

ケース４．

塩素含有量及

び硫黄含有量

が高い廃棄物

の処理時

参考：通常運

転時試算値

（配慮書

記載値）

可燃物中の

塩素含有量 ｗｔ％ 2.35 4.15 2.35 3.27 2.35

可燃物中の

硫黄含有量 ｗｔ％ 0.13 0.13 1.00 0.58 0.13

ばいじん

O
2
　12%換算濃度

g/m

3

N

0.029 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.03

硫黄酸化物

O
2
　12%換算濃度 ｐｐｍ 90 90 51 51 90 51 53

塩化水素

O
2
　12%換算濃度

mg/m

3

N

49 45 41 45 41 41 49

窒素酸化物

O
2
　12%換算濃度 ppm 93 90 90 90 90 90 90

ダイオキシン類

O
2
　12%換算濃度 ng-TEQ/m

3

N
1 1 ≦1 ≦1 ≦1 ≦1 ≦1

廃

棄

物

煙

突

か

ら

の

排

出

ガ

ス

項目
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（※１）塩素含有量が高い廃棄物の設定について 

塩素含有量が最も高い廃棄物は廃プラスチック類です。廃プラスチック類 100％の場

合、可燃分中の塩素含有量は 4.15wt%となります（引用文献：廃棄物ハンドブック

p165：オーム社 H9.11.25 第 1 版）。可燃分中の塩素含有量が 4.15wt%の廃棄物を塩

素含有量が高い廃棄物として設定しました。また、塩素以外の組成は通常運転時の

組成としました。 

（※２）硫黄含有量が高い廃棄物の設定について 

硫黄含有量が最も高い廃棄物は廃油です。廃油 100％の場合、可燃分中の硫黄含有量

は 1.00wt%となります（引用文献：廃棄物の焼却技術 P.25：オーム社 H12.10.20 改

訂 3 版）。可燃分中の硫黄含有量が 1.00wt%の廃棄物を硫黄含有量が高い廃棄物とし

て設定しました。また、硫黄以外の組成は通常運転時の組成としました。 
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５-２．公園、緑地の予測結果について 

【質問】 

公園と緑地を配慮対象にしなかったのはなぜか。客観的な資料を元に説明してほしい。 

 

【回答】 

 ご指摘を受け平成 27 年 11 月 16 日(月)の午後に改めて現地確認を行った結果、計画地南

西約 250ｍに位置する福浦一丁目の公園では、平日にも関わらず数名の利用者を確認しまし

た。また計画地周辺の港湾緑地(消波ブロック上)には、数十ｍおきに釣客を確認しました。

その結果、当該港湾緑地や福浦一丁目にある公園を保全対象として設定する必要があると

判断し、計画地直近の福浦一丁目にある公園と計画地の南北に延びる水際線緑地を対象に、

大気質予測を行いました。予測に際しては他の保全施設同様、プルーム式及びパフ式を用

い、福浦一丁目の公園は、敷地内で最も高い値を示した任意点における大気質濃度、また

水際線緑地は南北方向における最大着地濃度と出現地点について予測を実施しました。 

 予測地点と最大着地濃度出現地点を図-1 に、また各地点における予測結果と基準値の対

比を表-1 に示します。これによると二酸化窒素以外の寄与濃度の最大は水際線北側地点に

出現しました。二酸化窒素に関しては、窒素酸化物からの変換を考慮している関係で、や

や離れた位置にある福浦一丁目の公園の方が高くなりましたが、寄与分とバックグラウン

ド(H26 年度 金沢区長浜測定局年平均値)の合成値は全ての項目、地点で環境基準等を下回

りました。 

 二酸化いおうとダイオキシン類に関してはバックグラウンド濃度が低いため、いずれの

地点も寄与率が 60%以上と高い値になりましたが、寄与分とバックグラウンドの合成値は環

境基準の 1/7～1/10 以下でした。 

 また予測値は年平均値であるため、環境基準の設定されている項目については補足資料

9(p18)と同様の手法により、これを日平均値へ換算し、年間の 98%値(あるいは 2%除外値)

と環境基準を対比した結果を表-2 に示します。これによると、福浦一丁目の緑地、水際線

で最大値を示した計画地北側の予測結果は環境基準を下回りました。 

 これにより本計画地からの排ガスが計画地周辺の公園、緑地に相当程度の影響を及ぼす

ことは無いと考えます。 
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表-1(1) 大気質予測結果 年平均値(福浦一丁目の公園) 

 注)日本産業衛生学会「許容濃度に関する委員会勧告」 

 

 

表-1(2) 大気質予測結果 年平均値(水際線北側最大着地濃度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注)日本産業衛生学会「許容濃度に関する委員会勧告」 

 

表-1(3) 大気質予測結果 年平均値(水際線南側最大着地濃度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注)日本産業衛生学会「許容濃度に関する委員会勧告」 

 

 

 二酸化窒素 

ppm 

浮遊粒子 

状 物 質 

mg/m3 

塩化水素 

mg/m3 

二酸化いおう 

ppm 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

pg-TEQ/m3 

寄与濃度 0.00074 0.00078 0.0018 0.0035 0.039 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 0.013 0.024 － 0.002 0.017 

合成値 0.01374 0.02478 0.0018 0.0055 0.056 

環境基準 0.06 0.1 0.02
注

) 0.04 0.6 

寄与率(%) 5.4 3.1 － 63.6 69.6 

 二酸化窒素 

ppm 

浮遊粒子 

状 物 質 

mg/m3 

塩化水素 

mg/m3 

二酸化いおう 

ppm 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

pg-TEQ/m3 

寄与濃度 0.00071 0.00087 0.0020 0.0039 0.043 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 0.013 0.024 － 0.002 0.017 

合成値 0.01371 0.02487 0.002 0.0059 0.06 

環境基準 0.06 0.1 0.02
注

) 0.04 0.6 

寄与率(%) 5.2 3.5 － 66.1 71.7 

 二酸化窒素 

ppm 

浮遊粒子 

状 物 質 

mg/m3 

塩化水素 

mg/m3 

二酸化いおう 

ppm 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

pg-TEQ/m3 

寄与濃度 0.00065 0.00069 0.0015 0.0031 0.034 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 0.013 0.024 － 0.002 0.017 

合成値 0.01365 0.02469 0.0015 0.0051 0.051 

環境基準 0.06 0.1 0.02
注

) 0.04 0.6 

寄与率(%) 4.8 2.8 － 60.8 66.7 
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表-2(1) 日平均値による環境基準との対比(福浦一丁目の公園) 

項 目 

将来濃度 

環境基準 

年平均値 

日平均値の

98%値 

(2%除外値) 

 合成値 

二酸化窒素 

ppm 

BG 0.013 

0.014 0.032 

日平均値が 0.04～0.06ppm

のゾーン内またはそれ以下 寄与 0.00074 

浮遊粒子状 

物質 mg/m

3

 

BG 0.024 

0.025 0.059 日平均値が 0.10mg/m

3

以下 

寄与 0.00078 

二酸化いおう 

ppm 

BG 0.002 

0.006 0.010 日平均値が 0.04ppm 以下 

寄与 0.0035 

注)BG：平成 26 年度における金沢区長浜測定局の年平均値 

 

表-2(2) 日平均値による環境基準との対比(水際線北側最大着地濃度) 

項 目 

将来濃度 

環境基準 

年平均値 

日平均値の

98%値 

(2%除外値) 

 合成値 

二酸化窒素 

ppm 

BG 0.013 

0.014 0.032 

日平均値が 0.04～0.06ppm

のゾーン内またはそれ以下 寄与 0.00071 

浮遊粒子状 

物質 mg/m

3

 

BG 0.024 

0.025 0.059 日平均値が 0.10mg/m

3

以下 

寄与 0.00087 

二酸化いおう 

ppm 

BG 0.002 

0.006 0.011 日平均値が 0.04ppm 以下 

寄与 0.0039 

注)BG：平成 26 年度における金沢区長浜測定局の年平均値 
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図－１ 公園、緑地大気質予測地点図 

【凡例】 

   ：計画地          

   ：福浦一丁目の公園    ：任意予測地点 

 －－－－    ：水際線緑地        

：最大着地濃度出現地点 
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６-２．焼却能力 1 日約 95t の根拠について 

【質問】 

過去の納入実績で、焼却能力と敷地面積を示してほしい。 

この敷地に処理能力１日 100 トンの焼却施設を建設することは可能ですか。 

処理能力１日約 95 トンの根拠を、経営的観点からも示してほしい。 

 

【回答】 

前回の審査会において、廃棄物処理施設の焼却能力と敷地面積の関係を整理するように

とのご指摘を受け、プラントメーカの過去の実績における処理能力と敷地面積の表を以下

に示します。 

 

 焼却能力 

t/日（24h） 

焼却設備面積 

m2 

敷地面積 

m2 

A 社 51 1,380 4,850 

B 社 90 3,030 7,420 

本計画 約 95 2,300 5,400 

C 社 120 3,620 7,790 

 

また、計画地に処理能力 1 日 100 トンの焼却施設を建設可能かとの質問がありましたの

で回答しますと、建設自体は可能です。しかしながら、前回の質問時に回答したように、

地面に設備を設置できなくなるため、機器を階層状に配置する必要があります。結果とし

て設備全体の高さが高くなり、設備導入コストが上昇します。 

 

なお私どもアイテック株式会社にとって、本計画は横浜市内における初めての廃棄物処

理事業であり、いきなり大規模な設備で運用を開始するのは大きなリスクを伴うことから、

まずは 100 トン未満の施設から開始しようと計画いたしました。大規模な処理施設になる

と、設計や建設、手続きに時間を要し、迅速な事業展開に支障が生ずるという経営判断か

ら、本計画の処理施設を約 95 トン／日に設定した次第です。 
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７-２．焼却量の 1 日の変動幅について 

【質問】 

処理の時間の変動幅を示してほしい。 

ごみの処理量の管理方法について示してほしい。投入量で管理するのか熱量で管理する

のか。 

 

【回答】 

処理の時間の変動幅は、本設備の最大処理能力約 95t/日（1 時間あたり約 3,958kg）を

100%とした場合、95%から 100%となる見込みです。 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（以下、「廃掃法施行規則」と言う）第 12

条の 6 第 2 号「施設への産業廃棄物の投入は、当該施設の処理能力を超えないように行う

こと」とあり、重量を測定する装置が取り付けられたごみクレーンを用いて一定量を投入

します。 

一定量投入されたごみの熱量が計画発熱量よりも高い場合は、炉内熱負荷によるインタ

ーロック（前回説明済み）により、投入量の制限を受けるので、最大処理能力を超えるこ

とはありません。また、一定量投入されたごみの発熱量が計画発熱量よりも低い場合は、

必要に応じて助燃バーナが稼働します。これは廃掃法施行規則第 12 条の 2 第 5 項第 1 号イ

「燃焼ガスの温度を摂氏 800℃以上の状態で産業廃棄物を焼却することができるものであ

ること」という規則を満足した設備としているためです。 

従いまして、ごみの処理量の管理方法は、ごみの重量とごみの熱量の両方で管理するこ

とになります。 

 

  



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。 

 

9 
 

８. 煙突の高さ約 35ｍの根拠について客観的な説明をしてほしい。 

 

【質問】 

 煙突の高さ約 35ｍの根拠について客観的な説明をしてほしい。 

 

【回答】  

有効煙突高の算出に当り、煙突自体によるダウンウォッシュの影響を以下に示す

Briggs 式により考慮しました。 

     ⊿H = 2���� − 1.5�D 

       ⊿H：排ガス上昇高(m) 

        Vs：排ガスの吐出速度(m/s) 

        u：煙突頭頂部における風速(m/s) 

        D：煙突頭頂部内径(m) 

 

この式によると煙突頭頂部における風速が、排ガス吐出速度の 1/1.5 倍を超えるとダウ

ンウォッシュが出現することになります。 

本計画における排ガス吐出速度は 19.76m/s であり、金沢区長浜測定局(観測高さ地上

15m)における平成26年度の観測結果を元に換算(補足資料11 ｐ23)した煙突頭頂部(地上

35m)の風速は年平均値で 3.5m/s、最大値で 13.9m/s でした。排ガス吐出速度 19.76m/s

÷1.5=13.17m/s であり、平成 26 年度観測結果でこれを上回る風速の出現回数は、最大値

を示した１回のみ(風向：南)でした。 

以上より本計画により排出された排ガスが煙突そのものによるダウンウォッシュの影

響を受けることは、ほとんどありません。 

さらに煙突に近接する建物等の影響については、以下に示す Huber の式が用いられま

す。 

      H0/Hb≦1.2 の場合 

        ⊿H’=0.333⊿H   ・・・・・・・・・・・・・・・・・① 

      1.2<H0/Hb≦2.5 の場合 

         ( )
















H0.25631.2-

H

H
-H0.333' 0

⊿⊿＝⊿

ｂ

H   ・・・・ ② 

      2.5<H0/Hbの場合 

        ⊿H’＝0  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ③ 

              ⊿H ：排ガスの上昇分 

              ⊿H0  ：煙突実体高 

              ⊿H’  ：建物によるプルーム主軸の低下分(m) 
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               Hb ：建物高さ(m) 

補足資料 10 にて後述するとおり、計画地周辺において最も高い建物は計画地内の 25m

であることから、 

 

  煙突実体高 35m ／ 周辺建物高さ 25m ＝ 1.4 

 

となり式②が適用されます。今回、排ガスの上昇分は 29～94m であることから⊿H’

は約 8.2～26.5m になり、建物による影響を考慮した排ガス上昇高は 20.8～67.5m にな

ります。 

しかしながら本調査においては安全側を考慮して、排ガスの上昇分を考慮せず、煙突

実体高のみで大気質の予測計算を行っております(有効煙突高(He)=H0)。 

 

以上の条件により、煙突高さを 35m、50m、65m と変えて二酸化窒素の大気拡散予測

を行った結果を表-3 に示します。 

これによると煙突高さ 35m に対し、50m 及び 65ｍの最大着地濃度出現地点は

60~130m 離れた場所に出現し、二酸化窒素の最大着地濃度は 1/2~1/4 程度に低減します。

一方、バックグラウンドの 0.013ppm に対する寄与率は、煙突高さ 35ｍにおいても 8.5%

程度であることから、現計画においても周辺環境に対する寄与率は小さく、また地域の

景観との調和という観点からも、煙突高さを 35m に設定しました。 

 

 

表-3 煙突高さの違いによる大気質(二酸化窒素)予測結果の比較検討 

煙突高さ 
m 

最大着地濃度 
ppm 

最大着地濃度 
出現地点 m 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞに 
対する寄与率 % 

35 0.0012 計画地北北東方向 150m 8.5 

50 0.00052 計画地北北東方向 210m 3.8 

65 0.00029 計画地北北東方向 280m 2.2 
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９. 大気予測に際し病院側も３方位で行わなくてよいのか 

【質問】 

 住居側の大気予測は、ある程度の広がりを考慮して３方位分の風向で予測を行っている

が、病院側の予測は１方位のみで良いのか？ 

 

【回答】  

 当初は安全側の条件を設定した上で簡易手法を用いておりましたが、今回のご指摘を受

け、予測方針を変更しました。従来は保全対象を絞り、任意の風向のみに対し予測を実施

しておりましたが、今回は計画地の周囲 16 方位に対して予測を行っております。併せて各

種パラメータの設定も見直しました。今回の予測手法における予測結果を表-4 に示します。

寄与濃度とバックグラウンド(H26 年度 金沢区長浜測定局年平均値)の合成値は全ての地点

で環境基準を下回り、保全対象における寄与率の最大は横浜市立大学附属病院で

0.6%~30.0%でした。 

 二酸化いおうとダイオキシン類に関しては、バックグラウンドが低いため寄与率が大き

くなっておりますが、バックグラウンドと寄与分の合成値は環境基準の 1/10 以下であるこ

とから、本計画地からの排ガスが計画地周辺の住宅、病院に相当程度の影響を及ぼすこと

は無いと考えます。 

 また陸地側の最大着地濃度についても、バックグラウンドと寄与分の合成値は全項目で

環境基準を下回りました。 

 なお今回の予測における最大着地濃度と最大着地濃度出現地点を図-2 に示しました。最

大着地濃度は計画地北側の海上に出現しました。 
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表-4(1) 大気質予測結果(金沢第３住宅) 

 

 

 

 

 

 

 

 

   注)日本産業衛生学会「許容濃度に関する委員会勧告」 

 

表-4(2) 大気質予測結果(横浜市立大学附属病院) 

 

 

 

 

 

 

 

注)日本産業衛生学会「許容濃度に関する委員会勧告」 

 

表-4(3) 大気質予測結果(陸地側の最大値) 

 

 

 

 

 

 

 

注)日本産業衛生学会「許容濃度に関する委員会勧告」 

 

 

 

 

  

 二酸化窒素 

ppm 

浮遊粒子 
状 物 質 
mg/m3 

塩化水素 

mg/m3 

二酸化いおう 

ppm 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

pg-TEQ/m3 

寄与濃度 0.00005 0.00003 0.00007 0.0002 0.002 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 0.013 0.024 － 0.002 0.017 

合成値 0.0131 0.0240 － 0.0022 0.019 

環境基準 0.06 0.1 0.02
注

) 0.04 0.6 

寄与率(%) 0.4 0.1 － 7.0 8.6 

 二酸化窒素 

ppm 

浮遊粒子 
状 物 質 
mg/m3 

塩化水素 

mg/m3 

二酸化いおう 

ppm 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

pg-TEQ/m3 

寄与濃度 0.00019 0.00015 0.00033 0.0007 0.007 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 0.013 0.024 － 0.002 0.017 

合成値 0.0132 0.0242 － 0.0027 0.024 

環境基準 0.06 0.1 0.02
注

) 0.04 0.6 

寄与率(%) 1.4 0.6 － 24.8 30.0 

 二酸化窒素 

ppm 

浮遊粒子 
状 物 質 
mg/m3 

塩化水素 

mg/m3 

二酸化いおう 

ppm 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

pg-TEQ/m3 

寄与濃度 0.0011 0.0013 0.0029 0.0057 0.064 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 0.013 0.024 － 0.002 0.017 

合成値 0.0142 0.0253 － 0.0077 0.081 

環境基準 0.06 0.1 0.02
注)
 0.04 0.6 

寄与率(%) 8.5 5.1 － 74.0 79.0 
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図－２(1) 大気質予測結果(二酸化窒素) 

【凡例】 

   ：計画地          

：最大着地濃度出現地点 

 

 

 

 

 

 

 

金沢第金沢第金沢第金沢第 3333 住宅住宅住宅住宅    

横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院    

最大着地濃度最大着地濃度最大着地濃度最大着地濃度

0.0012ppm0.0012ppm0.0012ppm0.0012ppm    
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図－２(2) 大気質予測結果(ＳＰＭ) 

【凡例】 

   ：計画地          

：最大着地濃度出現地点 

 

 

 

 

 

  

金沢第金沢第金沢第金沢第 3333 住宅住宅住宅住宅    

横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院    

最大着地濃度最大着地濃度最大着地濃度最大着地濃度

0.0013mg/m0.0013mg/m0.0013mg/m0.0013mg/m

3333
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図－２(3) 大気質予測結果(塩化水素) 

【凡例】 

   ：計画地          

：最大着地濃度出現地点 

 

 

 

 

 

 

  

金沢第金沢第金沢第金沢第 3333 住宅住宅住宅住宅    

横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院    

最大着地濃度最大着地濃度最大着地濃度最大着地濃度

0.0030mg/m0.0030mg/m0.0030mg/m0.0030mg/m

3333
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図－２(4) 大気質予測結果(二酸化いおう) 

【凡例】 

   ：計画地          

：最大着地濃度出現地点 

 

 

 

 

 

 

  

金沢第金沢第金沢第金沢第 3333 住宅住宅住宅住宅    

横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院    

最大着地濃度最大着地濃度最大着地濃度最大着地濃度

0.0060mg/m0.0060mg/m0.0060mg/m0.0060mg/m

3333
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図－２(5) 大気質予測結果(ダイオキシン類)    

【凡例】 

   ：計画地          

：最大着地濃度出現地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢第金沢第金沢第金沢第 3333 住宅住宅住宅住宅    

横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院横浜市立大学附属病院    

最大着地濃度最大着地濃度最大着地濃度最大着地濃度

0.067pg0.067pg0.067pg0.067pg----TEQ/mTEQ/mTEQ/mTEQ/m

3333
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なお今回、二酸化窒素と浮遊粒子状物質、二酸化いおうの予測結果(最大値)について、

環境基準で定める日平均値との対比を行いました。 

 各項目の日平均値は、横浜市内の一般環境測定局における過去 10年分の年平均値と日平

均値の 98%値(あるいは 2%除外値)から以下の回帰式を求め、算出しました。 

  

  ・二酸化窒素 

     日平均値の年間 98%値＝1.224×年平均値+0.0156 

 

  ・浮遊粒子状物質 

     日平均値の 2%除外値＝2.4632×年平均値-0.002 

 

  ・二酸化いおう 

     日平均値の年間 98%値＝1.5889×年平均値+0.0015 

 

 表-5 に日平均値における環境基準との対比結果を示します。 

 いずれの項目も環境基準で定める日平均値を下回りました。 

 

表-５ 日平均値による環境基準との対比(最大値) 

項 目 

将来濃度 

環境基準 

年平均値 

日平均値の

98%値 

(2%除外値) 

 合成値 

二酸化窒素 

ppm 

BG 0.013 

0.014 0.033 

日平均値が 0.04～0.06ppm

のゾーン内またはそれ以下 寄与 0.0012 

浮遊粒子状 

物質 mg/m

3

 

BG 0.024 

0.025 0.060 日平均値が 0.10mg/m

3

以下 

寄与 0.0013 

二酸化いおう 

ppm 

BG 0.002 

0.008 0.014 日平均値が 0.04ppm 以下 

寄与 0.0060 

注)BG：平成 26 年度における金沢区長浜測定局の年平均値 
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10. 周辺の建物の高さを示してほしい。 

【質問】 

 計画地周辺における建物の高さを示して欲しい。 

 

【回答】  

 現地踏査により計画地周辺の建物高さを確認しました。電柱には図-4 に示すように全長

を表示した標識が設置されており、全長の約１/6 が地中に埋設されております。次ページ

に示す通り計画地周辺における電柱の長さは 15m であり、地上部の高さは 12.5ｍなので、

以下に示す写真のとおり電柱との対比により計画地周辺の建屋高さは高いものでも 20m 未

満であると判断しました。 

 なお計画地内に予定している建屋高さは 10~25m です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画地南側                   計画地北側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画地東側                   計画地西側 

 

図-3 計画地周辺の建物状況 

  



この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いにご注意願います。 

 

20 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画地西側(全長 15m)               計画地南側(全長 15m) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画地東側(全長 15m)              計画地北側(全長 15m) 

 

 

 

                     

                     〔標識の凡例〕 

 上左：長さ(m) 

   上右：ひび割れ試験荷重(kN) 

 

 

図-4 計画地周辺における電柱の全長等標識 

 

  

15-70 

NC-81 
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11. 排出諸元及び拡散計算のパラメータを示してほしい。 

【質問】 

 大気拡散予測に用いた排出諸元及び拡散計算のパラメータを示してほしい。 

 

【回答】  

 前述のように今回、新予測手法として各種パラメータを見直しましたので、改めて予測

に用いた条件を次ページ以降に示しました。 
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Ａ 発生源条件 

煙突実高さ  35m 

排ガス量（湿り）  36,892m3N/h 

排ガス温度  188℃ 

計画目標値 窒素酸化物 90ppm 

ばいじん 0.02g/m3N 

塩化水素 45m g/m3N 

硫黄酸化物 90ppm 

ダイオキシン類 1ng-TEQ/m3N 

  ※安全側を考慮して有効煙突高(He)は実煙突高(H0)と同じとした。 

 

Ｂ 気象条件 

 【風向・風速】  

予測には計画地直近の大気質常時測定局である金沢区長浜測定局における平成 26年

度の年間観測結果を用いました。以下に年間風配図及び風向別出現頻度、風速を示し

ます。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間風配図(金沢区長浜測定局 平成 26年度) 

 

風向別出現頻度及び風速(金沢区長浜測定局 平成 26 年度) 

 

 

 

  

10

20

30

40

50

北

北北東

北東

東北東

東

東南東

南東

南南東

南

南南西

南西

西南西

西

西北西

北西

北北西

0.8％

2.6m/s

主風向：南南西 17.2％

凡 例

平均風速

Calm率

北 北北東 北東 東北東 東 東南東 南東 南南東 南 南南西 南西 西南西 西 西北西 北西 北北西

10.3 7.7 12.5 7.5 4.1 2.1 1.5 2.0 5.9 17.2 6.0 2.1 1.8 2.9 6.0 9.5

2.4 2.2 2.9 2.5 1.7 1.5 1.6 1.9 3.0 3.4 3.1 2.1 1.8 1.7 1.7 2.0

出現頻度(%)

風速(m/s)

風　　向
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 【排出源位置における風速の推定】  

拡散計算で使用する排出源位置における風速は、以下に示す指数法則を用いました。 

 

    Ｕ＝Ｕ
ｓ
×(Ｚ/Ｚs)P 

      

     ここで 

       Ｕ ： 高度Ｚにおける風速(m/s) 

       Ｕs： 高度Ｚs での風速(m/s) 

       Ｚ ： 排出口の高さ(35m) 

       Ｚs： 金沢区長浜局における風速計の観測高さ(15m) 

       Ｐ ： べき指数(下表により市街地のべき指数を採用) 

土地利用の状況 べき指数 

市街地 1/3 

郊外 1/5 

障害物の無い平坦地 1/7 

出典) 道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版） 

 

 【大気安定度】  

大気安定度の分類は、下表に示す大気安定度階級分類表に従いました。 

 

大気安定度階級分類表 

風速(U) 

m/s 

昼間 日射量(T) kW/m2 夜間 雲量 

T≧0.60 
0.60>T 

≧0.30 

0.30>T 

≧0.15 
0.15>T 

本曇 

8-10 

上層雲 5-10 

中･下層雲 5-7 

雲量 

0-4 

U<2 Ａ Ａ-Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ Ｇ Ｇ 

2≦U<3 Ａ-Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ Ｄ Ｅ Ｆ 

3≦U<4 Ｂ Ｂ-Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ 

4≦U<6 Ｃ Ｃ-Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 

6≦U Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 

(注) 1) 本曇は中・下層の雲量が８以上の場合である。 

     地上気象観測日原簿で雲形が Ci、Cc、Cs を上層雲、それ以外を中･下層雲とすればよい。 

   2) 日射量がないときを夜間とし、夜間の最初と最後の各１時間は雲の状態いかんにかかわ

らず中立状態Ｄとする。または、日中(日の出～日の入り)は日射量を用い、夜間(日の

入り～日の出)は雲量を用いても良い。 

   3) A:強不安定  B:並不安定  C:弱不安定  D:中立  E:弱安定 F:並安定 G:強

安定 

 

出典)窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕 公害研究対策センター 平成 12年 
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金沢区長浜測定局における風向及び風速と、東京管区気象台における日射量、雲量

により求めた大気安定度を下表に示します。 

 

大気安定度出現頻度(平成 26年度 金沢区長浜局) 

 

 

 

 

 

 

 

注)横浜地方気象台では日射量の観測が行われていないため、日射量・雲量については東京管区気象台のデ

ータを用いた。 

 

Ｃ 予測式 

【拡散式】  

拡散計算は、「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕 公害研究対策センター 平

成 12 年」に基づき以下の式により行いました。 

 

●有風時の拡散計算式(プルーム式) 

 

F
uR

Q
zRC

Z

P •=
σππ

8
2

1
),(  

Ｒ  ：点煙源と計算点の水平距離(m) 

z   ：計算点の z 座標(m) 

QP  ：点煙源強度(m3N/s) 

ｕ  ：風速(m/s) 

σz  ：拡散パラメータ 

Ｆ  ：
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安定度

N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW Calm

A 0.01% 0.11% 0.42% 0.97% 1.01% 0.27% 0.18% 0.14% 0.09% 0.11% 0.13% 0.02% 0% 0.01% 0.01% 0.01% 0%

A-B 0.31% 0.78% 1.33% 1.48% 1.08% 0.57% 0.29% 0.21% 0.30% 1.01% 0.46% 0.07% 0.09% 0.05% 0.05% 0.15% 0.19%

B 0.82% 1.04% 1.35% 1.13% 0.56% 0.16% 0.13% 0.17% 0.49% 2.05% 0.45% 0.13% 0.03% 0.07% 0.18% 0.27% 0.25%

B-C 0.13% 0.17% 0.43% 0.32% 0.03% 0% 0% 0.03% 0.15% 0.85% 0.23% 0.01% 0% 0% 0% 0.06% 0%

C 0.29% 0.23% 0.77% 0.54% 0.08% 0.01% 0% 0.08% 0.47% 1.97% 0.31% 0.02% 0% 0% 0.02% 0.18% 0%

C-D 0.07% 0.02% 0.14% 0.05% 0% 0% 0% 0% 0.11% 0.62% 0.22% 0% 0% 0% 0% 0.01% 0%

D 6.34% 4.23% 7.20% 2.64% 1.09% 0.85% 0.53% 1.13% 3.47% 8.04% 3.08% 0.93% 0.79% 1.49% 3.32% 5.68% 0.87%

E 0.49% 0.24% 0.37% 0.15% 0.02% 0% 0.01% 0.01% 0.07% 0.58% 0.43% 0.29% 0.02% 0.11% 0.23% 0.54% 0%

F 0.78% 0.27% 0.17% 0.06% 0.03% 0.01% 0.02% 0.03% 0.17% 0.88% 0.18% 0.22% 0.39% 0.42% 0.85% 1.10% 0%

G 0.93% 0.53% 0.34% 0.18% 0.17% 0.19% 0.24% 0.17% 0.61% 1.10% 0.48% 0.38% 0.45% 0.66% 1.28% 1.48% 0.21%

計 10.16% 7.63% 12.52% 7.51% 4.07% 2.07% 1.40% 1.98% 5.92% 17.20% 5.96% 2.06% 1.77% 2.81% 5.94% 9.48% 1.52%

風向
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有風時の拡散計算に使用する拡散幅は、以下に示す Briggs の内挿式(都市域用)によ

り大気安定度毎に設定しました。 

 

 

 

 

 

 

出典)窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕 公害研究対策センター 平成 12年 

 

 

●無風・弱風時の拡散計算式(パフ式) 
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Ｒ  ：点煙源と計算点の水平距離(m) 

ｚ  ：計算点のｚ座標(m) 

QP  ：点煙源強度(m3N/s) 

α､γ ：拡散パラメータ(次頁表) 

ｕ  ：風速(m/s) 

Ｈｅ ：有効煙突高(m) 

  

P-G安定度 σ
ｚ

(m)= 

Ａ-Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ-Ｆ 

0.24x(1+0.001x)1/2 

0.20x 

0.14x(1+0.0003x)-1/2 

0.08x(1+0.0015x)-1/2 
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弱風時、無風時の拡散計算に使用する拡散幅は、以下に示す Pasquill-Gifford 図の近

似関係により大気安定度毎に設定しました。 

 

弱風時、無風時の拡散パラメータ 

大 気 

安定度 

無風時(≦0.4m/s) 弱風時(0.5～0.9m/s) 

α γ α γ 

Ａ 0.948 1.569 0.748 1.569 

Ａ-Ｂ 0.859 0.862 0.659 0.862 

Ｂ 0.781 0.474 0.581 0.474 

Ｂ-Ｃ 0.702 0.314 0.502 0.314 

Ｃ 0.635 0.208 0.435 0.208 

Ｃ-Ｄ 0.542 0.153 0.342 0.153 

Ｄ 0.470 0.113 0.270 0.133 

Ｅ 0.439 0.067 0.239 0.067 

Ｆ 0.439 0.048 0.239 0.048 

Ｇ 0.439 0.029 0.239 0.029 

出典)窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕 公害研究対策センター 平成 12年 

 

【窒素酸化物(NOx)から二酸化窒素(NO2)への変換】  

NOx から NO2への変換式及び係数は、窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕 公

害研究対策センター 平成 12 年」に基づき以下に示す指数近似モデルⅠにより行いま

した。なおオゾンのバックグラウンドは、金沢区長浜測定局の平成 26 年度における光

化学オキシダントの測定結果より設定しました。 
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〈NO2〉  ：二酸化窒素濃度(ppm) 

〈NOx〉D ：拡散計算で得られた窒素酸化物濃度(ppm) 

 α   ：0.83(固定源) 

 β   ：0(夜間) 

 K     ：0.0062u〔O3〕B
 

(固定点発生源) 

                 U  ：平均風速(m/s)  

               〔O3〕B
 
：オゾンバックグラウンド濃度(ppm)  

有風時 0.03 無風時 0.02 

         ｔ   ：移流時間(s) 

 


